中山間地域活性化5ヵ年計画
１　中山間活性化イベント事業
　　　海外からの国際交流事業ＣＩＥを通しての（最優秀の来日者を選んで輸出事業展開を視野に、また海外留学（今年度は県立大生、次年度より中学生、高校生）の受け皿のお願い幅広い交流の実現）を各種イベントと抱き合わせによる阿東の世界に向けて（国内も含む）の情報発信とともに魅力ある阿東の発掘を山口県民、近隣都市部、と協力し推進する。イベントは参加者も30人超えに落ち着いているが、広島圏にも働きかけ、さらに50人規模に発展させる。団塊の世代と孫のセットに照準、若者特に２０代による企画からの参加を促す。協力には「いいなかネットワーク」の人材の応援を得て人材の確保を図る。
２　高齢化地域コーディネート事業
　　　てとてとＮＰＯ代表理事　久保田さん、転勤族のもんてぼっか代表　　眞柳さん、さぽらんてとの連携により高齢者と孫世代との有効な交流事業の開発。（ボケ防止、長寿社会、ぴんぴんころり）　　　　　
３　定住促進事業
　　　２０代の移住促進（人数ｘ４人の人口増）、県立大学生の定住（会社に残り移住）、幅広い人材の定住、現在２０代男性移住第一号でスタート、その後県立大生５名程度の定住その後箇所を増やし定住の促進（定住することにより新たな事業の創出）シエアハウスの早期実現
　　　受け皿の企業設立、事業開始、会の運営資金調達のためにも（８月まで）

４　情報発信、啓発事業
　　　専門的な知識を有する人の協力体制確立。九州工業大学に呼びかけている。
５　研究および会員の親睦を図る事業　　
　　　島根県　島根県立大学（同級生が卒業生）　広島県、三次市　岡山県　美作市（ＮＰＯみんなでしょうえい）の視察親睦を予定
６　個別事業別に計画査定中

７　内閣府地域伝道師の活用（現在山口大学　高橋教授で当会顧問）
